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The purpose of this study was to examine emotion accompanied with intergroup social comparison 
exploratory. 1n this study， comparison between classes was taken up as 0ηe of intergroup social 
comparison. 354 junior high school students participated in our study. Factor analysis indicated that 
the scale of intergroup social comparison emotion involved five factors: "schadenfreude"，“efficacy"， 
‘humility-contempt" ，“respect-praise"， and "conation". T-test showed that the difference was not seen 
between men and women in a1l subscales. Hierarchical multiple regression analy引 sindicated that group 
identification was related to "efficacy"，“respect-praise"， and“conation" in men and women. Additionally， 
self-esteem was related to "efficacy" in men， social comparison orientation was related to ・humility-
contempt" and group identification was related to“schadenfreude" in women. These result suggest that 
group identification is an important factor in emotion accompanied with intergroup social comparison. 
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社会的比較 (socialcomparison) とは自他を比較
することの総称であり， Festinger (1954) によって






Gibbons & Buunk (1999)は社会的比較に従事する
程度を個人の特性として扱い それを社会的比較志
向性 (socialcomparison orientation) と名づけた。
社会的比較志向性は，実際の社会的比較行動を予測































































































て何らかの!謀情が生じる (yzerbyt， Dumont， 


















W~. 2005:大西・吉田. 2010). 特に中学生におい
て級友適応が学校生活に強い影響を及ぼしている



























































































3) tJるIJil仁いでは x~Jl と芝毛百三した。
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(相手のクラスは)たいしたことがない).第4カテ















1 ・ 2 年生169名(男一子84~1. 女子84名，性別不明 1
名)と静岡県内にある!こ1:学校 1i交の1=1学 1・2年生
185~1 (男子99名.女子83名，性別不明3名)の計
354名(男子183名，女子167~1. 性別不明 4 名)を
調査対象者とした。





























































4 )教示文において。.走U" に I~I 分の学級をあてはめて
!日答するよう求めた。
5) Mt IJIIII]社会的比較 1芸作í)~}立の{扇|台]:1犬況を併iift したおii
井L， H意欲"として作成した 6攻@すべてと“敬意
科;賛"として作成した 6J貰目のうち 4項目において φ
宵定的1m答(許定値が4. 5)に全回答の70%以上が
































第 41司F 敬意・称賛 (α=.82)
5 x組もj担保っている





















































































































.83 .03 ‘01 -.02 
.75 -.1 -.(J7 .03 
.72 .03 .14 .0 
.60 .19 -.03 .02 











































1.93 1.06 .08 .04 .54 -.2 .03 











































































































































F4 -.44 .35 -.57 
F5 一.05 .63 -.21 .46 
一下1:;'マ. 軽視" と命4宰名Tろ1した O 第41囚週子は 6“‘'x 剤組i も元元悲頑良~i切印5張j長ミつ
ている
J項頁i自2ヨiが高い負荷翠量:を示していたため' “可;品i文意.利称;賛"
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Table 2 
集団IlJ社会的比較感情および関連変数の記述統計量と相関係数
項目数 1~t/l M SD 
範 1JI
シャーデンフロイデ‘ 6 6 -30 14.94 6.76 
有能!惑① 6 6 -30 22.36 4.84 
咋!ご il日JlCV 6 6 -30 12.38 5.06 
敬意称賛① 5 5 -25 20.86 3.91 
72i;欲@ 4 4 ~20 17.89 3.00 
十十会(1<]J-ヒil安志向性① 7 7 -35 22.34 5.15 
集団戸J--tJI⑥ 7 7 -35 22.98 5.07 
I~I 尊感情⑦ 9 9 -36 22.92 5.38 
ヲく.05，水ヤく.01，***tく.01
ころ，“シヤーデ、ンフ口イデ"で.94，“有能!惑"で.87、





どうか険討するため • t検定を行った。結果を Table
3に示すo シャーデンフロイデ有能!¥l?;". .卑
T.経視¥“敬意・称賛¥“意欲"のすべてにおい
て男女で有意な差が見られなかった ()II貨に • t(339) 
= 0.69， n.5.， d = 0.08; t(340) = 1.67， lZ.5.， d = 0.18; 
t(335) = 1.42， n.5.， d = 0.15; t(340) = 0.23， n.5.， d = 0.02; 











(-j) iU尊感情尺)立は全10)支 I~I であったが. J1'I I~I 8 "もう少













② ① ④ ① ⑥ ⑦ 
.66ドドキー.40***一.06 .14** .01 .06 
一.03 .26*** .62・f:*予 .15川 .47 
一.51**ホー .22ネト .10 一.15料 .13ド






集団 γl M SD t1直
シャー テー ンフロイデ、 93 176 15.23 6.91 0.69 
ぇi 165 14.73 6.56 
有能}l主 loJj 180 21.93 4.87 1.67 
女 162 22.81 4.83 
卑下軽視 !)j 175 12.79 5.31 1.42 
λ i 162 12.01 4.76 
f以1よお官う一、 一わFF、 1~、大4 ヲj 179 20.79 3.94 0.23 
女 163 20.88 3.91 
93 178 17.65 2.96 1.54 




(!JR2 = .07， F(3， 141) = 3.59，戸く.05)，集団同一視の
標準{扇18]帰係数がイわさ;であった (s= .27， jJく.(1)。
次に，“有能!惑"を従属変数として分析を行った。
男子は，第 2ステップのみ有志、であり (!JIfノ=.28，
F(3， 134) = 20.02， jJく.001)，集団同一視と自尊感情
の標準偏1m帰係数が有意であった(Jil夏に， s =.32， 
戸く.01;(3 = .27， jJく.0(1)。女子は，第 1，第2ステッ
プが有意で、あった ()I長に，ゲニ.11，F(1， 144) = 18.74， 
pく.001;!JR; = .20， F(3， 141) = 8.71，戸く.001)。第 1
ステップではバスケットボールの重要性の標準偏回
帰係数が有意であり (s= .33，戸く，001)，第 2ステッ
プでは，集団同一視の標準備IlIl帰係数が有意で、あっ
た ({3 = .44，戸く.0(1)。
次に，・'t¥i下・軽視"を従属変数として分析を行っ
た。男子は，いずれのステップも有意ではなかった。
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女子は，第 1，第2ステップが有意で、あった(Jlf1に，
R2=.04， F(l， 144)=5.81， Pく.05;!JR2 = .05， FC3， 







(!JR2 = .16， FC3， 134) = 7.37，戸く.001)，集団同一視
の標準偏回帰係数が有7主で、あった (f3= .34，戸く.01)。
女子は，第 1，第2ステッブ。が有意で、あった(JImに，
R2=.10， F(l， 144)=15.26，戸く.001;!JR2=.07， 







R2=.06， F(l， 137) =7.16，戸く.01;!JR2=.19， 
FC3， 134) = 9.99，戸く.001)，女子も第 1，第2ステッ
プが有意であった()11i~に ， R2 = .09， FC1， 144) = 
13.60，戸く.01;!JR2 = .16， FC3， 141) = 6.38，戸く.001)。
第 1ステップでは男子，女子ともにバスケットポー
ルの重要性の標準偏IE帰係数が有意で、あり ()I買に，
s =.24，戸く.01;s = .29，戸く.001)， 第2ステップで
は，男子，女子ともに集団間一視の標準偏回帰係数
が有意であった 01去に， s =.37，戸く.01;自=.41， 
戸く.001)。
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